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を
全
校
で
実
施
す
る
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
学
習
に

お
い
て
、
地
域
の
中
で
探
求

的
に
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
身

に
付
け
た
力
は
、
学
力
の
向

上
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
の
力
を
結
集
し
、
生
き

る
力
と
な
る
確
か
な
学
力
を

育
成
し
た
い
と
考
え
る
。 

質問
教
育
振
興
計
画
と
諸
課
題

質問
農
業
水
利
の
機
能
保
全

質問
川
越
ま
つ
り

質問
セ
ク
ハ
ラ
行
為
の
疑
惑

の
で
、
実
施
に
向
け
調
査
研

究
し
た
い
。

　
国
指
定
史
跡
に
な
っ
た
場

合
、
保
存
活
用
計
画
を
策
定

し
、
保
全
と
環
境
整
備
等
の

方
針
を
立
て
、
具
体
的
な
整

備
内
容
を
検
討
し
た
い
。
ま

た
、
市
が
管
理
者
と
な
る
こ

と
で
、
土
地
所
有
者
の
同
意

の
上
、
史
跡
の
保
存
に
影
響

が
な
い
程
度
の
樹
木
伐
採
や

除
草
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

質問
史
跡
の
整
備
活
用

昇
に
伴
う
学
校
給
食
費
実
費

徴
収
金
の
設
定
な
ど
、
現
状

で
は
多
く
の
課
題
が
あ
り
、

難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
も
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給

食
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体

や
事
業
者
か
ら
情
報
収
集
を

継
続
し
て
行
っ
て
い
く
。

質問
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食

質問
文
化
芸
術
振
興

■問問
子
ど
も
の
学
力
向
上
の
た

め
に
は
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
が
連
携
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
教
育
長

の
見
解
を
問
う
。

答
教
育
長
　
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
連
携
し
、
地
域
ぐ
る

み
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る

こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
家
庭
・
地
域
の

力
を
連
携
さ
せ
る
中
核
と
な

る
よ
う
、
令
和
５
年
度
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

■問問
市
長
の
裁
判
で
、
被
告
提

出
の
書
面
に
「
川
合
が
同
窓

会
で
治
療
薬
を
処
方
し
ろ
と

絡
み
、
同
級
生
に
注
意
さ
れ

て
い
た
」
と
記
載
さ
れ
て
い

る
が
事
実
か
。

答
市
長
　
そ
の
陳
述
書
は
、

再
伝
聞
の
も
の
で
あ
り
、
こ

の
点
に
つ
い
て
は
裁
判
で
争

っ
て
い
く
。
反
対
証
拠
も
出

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

■問問
山
王
塚
古
墳
、
牛
塚
古
墳
、

河
越
館
跡
を
巡
る
解
説
員
付

き
の
見
学
会
実
施
も
考
え
ら

れ
る
が
、
国
指
定
が
見
込
ま

れ
る
山
王
塚
古
墳
の
今
後
の

整
備
方
針
を
問
う
。

答
教
育
長
※
　
東
山
道
武
蔵

路
を
介
し
て
、
そ
れ
ら
が
点

で
な
く
線
で
結
ば
れ
る
こ
と

で
、
個
別
の
遺
跡
見
学
会
と

異
な
り
、
古
代
か
ら
中
世
の

川
越
の
歴
史
を
訪
ね
る
重
層

的
な
見
学
会
に
な
る
と
思
う

■問問
国
が
策
定
し
た
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
法
に
よ
り
学

校
給
食
に
お
け
る
有
機
農
産

物
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

１
品
１
日
１
校
で
も
試
験
的

に
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

答
市
長
　
学
校
給
食
で
は
、

現
在
も
地
場
産
の
食
材
を
積

極
的
に
使
用
し
て
い
る
が
、

有
機
栽
培
さ
れ
た
も
の
の
使

用
は
、
流
通
量
や
購
入
手
段

の
確
保
、
大
き
さ
な
ど
の
規

格
の
設
定
、
購
入
価
格
の
上

や
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し

て
、
将
来
の
夢
や
希
望
に
つ

な
が
る
よ
う
選
択
肢
を
広
げ

る
こ
と
、
自
己
有
用
感
や
自

己
肯
定
感
、
自
立
心
を
培
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
現
在
取
り
組
む
ふ
る
さ
と

学
習
を
通
し
て
、
郷
土
を
良

く
し
て
い
く
こ
と
、
川
越
や

現
代
社
会
の
課
題
に
関
心
を

持
つ
こ
と
も
、
将
来
の
選
択

肢
に
な
る
と
考
え
る
。

質問
人
生
と
行
政
と
の
関
わ
り

使
用
製
品
の
不
適
正
な
排
出

に
よ
り
発
火
・
火
災
の
危
険

性
が
高
い
こ
と
を
市
民
に
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
、
イ
ベ

ン
ト
等
の
機
会
を
活
用
し
て

啓
発
資
料
の
配
布
を
行
う
な

ど
、
よ
り
一
層
の
周
知
啓
発

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

質問
充
電
式
電
池
の
廃
棄
方
法

■問問
「
夢
」
を
持
つ
こ
と
で
、

「
人
生
を
生
き
る
力
」
が
育

ま
れ
る
と
思
う
が
、
子
ど
も

た
ち
が
「
夢
」
を
持
ち
育
て

る
た
め
に
必
要
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
教
育
長
の
見
解
は
。

答
教
育
長
　
子
ど
も
た
ち
が
、

人
生
を
切
り
開
い
て
い
く
た

め
に
は
夢
や
目
標
を
持
つ
こ

と
が
大
切
で
、
ま
ず
大
人
や

行
政
が
そ
の
姿
勢
を
示
す
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

　
学
校
で
は
、
学
力
の
向
上

■問問
廃
棄
方
法
を
誤
る
と
発
火

の
危
険
が
あ
る
充
電
式
電
池

が
、
不
燃
ご
み
等
さ
ま
ざ
ま

な
ご
み
に
混
入
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
有
効
な
混
入
防
止

対
策
の
周
知
に
つ
い
て
伺
う
。

答
環
境
部
長
　
現
在
、
家
庭

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
の

冊
子
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広

報
、
ご
み
分
別
ア
プ
リ
に
よ

り
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
充
電

式
電
池
お
よ
び
充
電
式
電
池

学
力
向
上
へ
家
庭
・
地
域
連
携

自
由
民
主
党

小
高
浩
行
7

充
電
式
電
池
混
入
防
止
の
周
知

自
由
民
主
党

中
野
敏
浩
4

子
ど
も
た
ち
が
夢
を
持
つ
た
め

自
由
民
主
党

中
原
秀
文
5

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に
向
け
て

無

所

属

粂　

真
美
子
8

同
窓
会
で
の
薬
処
方
の
強
要

無

所

属

小
林　

薫
9

山
王
塚
古
墳
の
整
備
方
針

自
由
民
主
党

岸　

啓
祐
6


